
「円小学校の八月踊り・六調伝承活動の取組」 

１．学校名 龍郷町立円小学校 

２．学年・人数 全児童 ７人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和６年９月 14 日 午前中 八月踊り 音楽室 

令和６年５月から令和７年１月まで，毎月１回程度月曜日の朝 

六調 太鼓・三味線演奏 音楽室 

４．伝承・活用

に取り組んでい

る郷土芸能，伝

統行事，伝統工

芸品について 
 

⑴ 名 称 

  八月踊り（はちがつおどり），六調（ろくちょう） 

⑵ 由 来 

八月踊りは，奄美地方での豊年祭り等の大きな祝いの行事で行わ

れる踊りである。六調は，奄美地方での祝い事に欠かせない太鼓や

三味線に合わせた総踊りである。 

⑶ 構成等 

八月踊りは，運動会の最後の種目として行う集落民挙げての踊り

に向けて練習している。六調は，年度末の学習発表会に向けて，児

童による演奏ができるように練習している。 

５ ． 文 化 財 伝

承・活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

八月踊りの練習を学校行事として組み込む他，集落の行事にも教児

共に積極的に参加して，踊りを体感しながら，所作を習得する。集落

との合同行事としての運動会の種目の一つとすることで，児童に郷土

愛を育ませる。また，集落にお住まいの方を講師としてお招きし，年

間を見通した練習を設定することで，学校と集落との連携の一助とす

ると共に，郷土愛を育ませる。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 
 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・ 毎年の練習で，踊りや演奏に慣れてきて，上手になってくるので

うれしい。 

・ 上級生になると，下級生にお手本を見せて，教えることもでき

る。 

【教職員】 

・ 子どもが伝統文化にふれることで，人や自然と豊かにつながり，

郷土愛も育まれる。 

・ 高齢の方々も，伝統文化をとおして，子どもたちや多くの方とふ

れあうことで喜びを感じ，生活に張り合いをもつことができる。 

・ 伝統の音楽や踊りに身を任せ，みんなで一体となって踊ると，リ

ラックスでき，校区の一体感も感じる。 

・ 極小規模校において，外部の講師を招き，学習の成果を多くの方

に見ていただくことは，児童の学びの意欲や主体性の向上のため有

意義である。 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

 八月踊り 六調 太鼓の練習       


